
付表・資料－４ 水道事業に関する実態調査（アンケート）結果 

１）調査目的 

熊本県水道ビジョン策定に伴う水道事業に関する実態調査 

２）調査内容 

国の水道ビジョン記載の「安全」、「強靱」、「持続」の視点に基づき、各市町村の水道

事業者の実態や事業の実施状況等について、アンケート形式で調査を実施。（調査項目

は、次頁以降を参照） 

３）アンケート調査の対象事業者 

次頁に示す県内の上水道事業者、用水供給事業者および簡易水道事業者を対象 

４）アンケート調査期間 

平成 25 年 11 月 20 日～11 月 29 日 

５）アンケート調査方法 

電子メールによる調査 

６）回収率 

100％ 
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表－アンケート調査対象事業者 

調　査　対　象

上水道および用水供給事業 簡易水道事業

熊 本 市 ● －

山 鹿 市 ● ●

菊 池 市 ● ●

合 志 市 ● ●

大 津 町

菊 陽 町

西 原 村 － ●

御 船 町 ● ●

嘉 島 町 － ●

益 城 町 ● ●

甲 佐 町 ● ●

荒 尾 市 ● －

玉 名 市 ● ●

玉 東 町 － ●

和 水 町 － ●

南 関 町 － ●

長 洲 町 ● －

阿 蘇 市 ● ●

南 小 国 町 － ●

小 国 町 ● ●

産 山 村 － ●

高 森 町 － ●

南 阿 蘇 村 ● ●

山 都 町 ● ●

八 代 市 ● ●

天 草 市 ● ●

宇 土 市 ● ●

上 天 草 市 ● ●

宇 城 市 ● ●

美 里 町 － ●

氷 川 町 八代生活環境事務組合より回答 －

苓 北 町 － ●

人 吉 市 ● －

錦 町 － ●

あ さ ぎ り 町 ● ●

多 良 木 町 ● －

湯 前 町 ● －

水 上 村 － ●

相 良 村 － ●

五 木 村 － ●

山 江 村 － ●

球 磨 村 － ●

水 俣 市 ● －

芦 北 町 ● －

津 奈 木 町 － ●

● －

● －

● －

28事業者 34事業者

市 町 村 お よ び 事 業 者圏 域

有 明 圏 域

熊 本 中 央 圏 域
－

芦 北 圏 域

球 磨 圏 域

環 不 知 火 海 圏 域

熊 本 東 部 圏 域

計

上 天 草 ・ 宇 城 水 道 企 業 団

八 代 生 活 環 境 事 務 組 合

大津菊陽水道企業団より回答

大 津 菊 陽 水 道 企 業 団
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他

　
→

理
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＞
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『
②

あ
る

』
を

選
択

し
た

事
業

者
の

回
答

理
由

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

合
計

Ａ
 地

下
水

位
ま

た
は

河
川

水
位

の
低

下
傾

向
が

見
ら

れ
る

Ｂ
 水

需
要

量
が

増
加

傾
向

で
あ

る

Ｃ
 設

備
が

老
朽

化
し

て
い

る

Ｄ
 そ

の
他

 
『

②
あ

る
』

を
選

択
し

た
事

業
者

が
回

答
し

た
理

由
「

そ
の

他
」

の
理

由
・

地
下

水
質

の
悪

化
・

水
源

は
地

下
湧

水
で

あ
る

が
、

近
隣

の
個

人
所

有
井

戸
や

湧
水

箇
所

が
水

量
低

下
と

な
る

事
象

が
発

生
・

渇
水

に
よ

る
ダ

ム
貯

水
量

の
低

下
・

深
井

戸
水

源
が

多
い

た
め

、
地

下
水

脈
の

今
後

の
変

動
が

予
測

不
可

・
永

年
の

課
題

で
あ

り
、

特
に

最
近

の
気

象
状

況
で

は
心

配
 

 

１
－

３
　

水
道

未
普

及
地

区
に

つ
い

て

　
　

　
　

　
こ

こ
で

い
う

「
水

道
未

普
及

地
区

」
は

、
飲

料
水

供
給

施
設

や
、

井
戸

等
自

己
水

に
よ

り
、

飲
料

水
を

確
保

し
て

い
る

地
区

を
指

し
ま

す
。

１
－

３
－

１
　

水
道

未
普

及
地

区
は

あ
り

ま
す

か
？

該
当

す
る

項
目

に
丸

印
を

つ
け

て
く
だ

さ
い

。

①
あ

る
→

「１
－

３
－

２
」の

設
問

へ
お

進
み

下
さ

い
。

②
な

い
→

「１
－

４
」の

設
問

へ
お

進
み

下
さ

い
。

 

＜
集
計
結
果
＞

 ＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

2
6

%

7
4

%

①
 な

い

②
 あ

る

1
8

%

8
2

%

 

１
－

３
－

２
　

水
道

未
普

及
地

区
へ

の
公

営
水

道
布

設
の

予
定

が
あ

り
ま

す
か

？
該

当
す

る
項

目
に

丸
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

①
予

定
が

あ
る

→
「１

－
３

－
３

」の
設

問
へ

お
進

み
下

さ
い

。

②
予

定
は

な
い

→
「１

－
３

－
５

」の
設

問
へ

お
進

み
下

さ
い

。

 

＜
集
計
結
果
＞

 ＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

3
2

%
6

8
%

①
 な

い

②
 あ

る

2
1

%

7
9

%
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＜
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肢
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効
回

答
無

回
答
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無

効
回

答

計
1

0
1

1

回
答

数
＜

上
水

道
＋

用
水

供
給

＞
＜

簡
易

水
道

＞
4

6

1
0

1
1

4
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6
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選
択

肢
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効
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答
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無

効
回

答

計
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数
＜
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2

8

選
択
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効
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計
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2
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2
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＞
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１
－

３
－

３
　

水
道

未
普

及
地

区
へ

の
公

営
水

道
布

設
は

「
①

い
つ

頃
」
を

予
定

し
て

い
ま

す
か

？
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

ま
た

、
そ

れ
に

よ
り

「
②

給
水

人
口

は
何

名
く
ら

い
増

加
す

る
見

込
み

」
で

す
か

？
 

②
給

水
人

口
の

増
加

見
込

み
数

（　
　

　
　

　
）

①
布

設
時

期
(平

成
)

 

＜
集
計
結
果
＞

 

圏
域

区
分

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

①
布

設
時

期
②

給
水

人
口

の
増

加
見

込
数

①
布

設
時

期
②

給
水

人
口

の
増

加
見

込
数

熊
本

中
央

平
成

2
4

年
1

,2
7

2
人

平
成

2
6

年
4

8
人

平
成

2
6

年
5

,2
6

3
人

平
成

2
8

年
7

0
人

平
成

2
8

年
3

,7
6

1
人

平
成

3
0

年
3

,6
7

3
人

平
成

3
2

年
3

,5
6

6
人

平
成

3
4

年
3

,3
7

9
人

平
成

3
6

年
1

,7
4

2
人

平
成

3
8

年
1

7
7

人
平

成
4

0
年

1
1

1
人

熊
本

東
部

平
成

2
6

年
5

0
人

平
成

2
8

～
4

1
年

5
,1

9
8

人
平

成
2

8
年

7
8

人
環

不
知

火
海

平
成

2
6

年
1

0
人

平
成

2
8

年
2

2
0

人
平

成
2

9
年

2
9

人
芦

北
平

成
2

9
年

1
8

9
人

 
 １

－
３

－
４

　
水

道
未

普
及

地
区

へ
公

営
水

道
を

布
設

す
る

理
由

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
項

目
に

全
て

丸
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

①
水

質
問

題

②
住

民
の

希
望

③
工

事
等

の
影

響
に

よ
る

補
償

④
そ

の
他

　
→

理
　

　
　

由
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

 

＜
集
計
結
果
＞

 ＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

3
/6

0
/
6

3
/6

6
/
6

0
件

6
件

① ② ③ ④

1
/6

3
/
6

0
/
6

2
/
6

0
件

6
件

① ② ③ ④

①
 水

質
問

題

②
 住

民
の

希
望

③
 工

事
等

の
影

響
に

よ
る

補
償

④
 そ

の
他

 
『

④
そ

の
他

』
を

選
択

し
た

事
業

者
の

回
答

理
由

理
　

　
由

・
全

域
で

の
衛

生
確

保
や

給
水

サ
ー

ビ
ス

の
公

平
性

を
図

る
こ

と
を

目
指

す
た

め
・

住
民

に
対

し
て

、
よ

り
安

定
供

給
を

可
能

と
す

る
施

設
強

化
を

図
る

た
め

・
分

譲
地

の
管

理
運

営
で

維
持

が
難

し
く

な
っ

て
い

る
等

の
理

由
で

、
水

道
加

入
要

望
が

あ
る

た
め

(高
齢

化
、

管
理

者
不

明
等

)
・

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

で
あ

る
水

道
施

設
の

強
化

促
進

を
図

る
こ

と
と

、
国

が
進

め
る

簡
易

水
道

統
合

に
沿

っ
た

も
の

に
す

る
た

め
・

土
地

区
画

整
理

事
業

に
伴

う
簡

易
水

道
の

整
備

の
た

め
 

１
－

３
－

５
　

水
道

未
普

及
地

区
(一

部
ま

た
は

全
部

)へ
公

営
水

道
布

設
を

布
設

し
な

い
（
で

き
な

い
）
理

由
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

項
目

に
全

て
丸

印
を

つ
け

て
く
だ

さ
い

。

①
現

状
に

問
題

が
な

い

②
住

民
か

ら
の

要
望

が
な

い

③
住

民
に

反
対

さ
れ

て
い

る

④
財

政
負

担
が

大
き

い

⑤
そ

の
他

　
→

理
　

　
　

由
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）
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集
計
結
果
＞

 ＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

7
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3

0
/
1

3

8
/
1

3

1
/1

3

7
/
1

3

0
件

1
3

件
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1
2

/
2

2

1
3

/
2

2

2
/
2

2

1
2

/
2

2

4
/
2

2

0
件

2
2

件

① ② ③ ④ ⑤

①
 現

状
に

問
題

が
な

い
②

 住
民

か
ら

の
要

望
が

な
い

③
 住

民
に

反
対

さ
れ

て
い

る
④

 財
政

負
担

が
大

き
い

⑤
 そ

の
他

 
『

⑤
そ

の
他

』
を

選
択

し
た

事
業

者
の

回
答

理
由

理
　

　
由

・
山

間
部

で
民

家
が

点
在

し
て

い
る

た
め

。

・
平

成
2

5
年

度
中

に
計

画
書

を
策

定
予

定
で

あ
り

、
そ

の
中

で
、

公
営

に
す

る
の

か
民

営
に

す
る

の
か

地
元

説
明

会
を

し
た

後
、

整
備

を
行

な
う

予
定

。
整

備
時

期
は

、
未

定
。

・
住

民
分

布
の

幅
が

広
が

り
、

イ
ン

フ
ラ

整
備

と
し

て
の

水
道

の
範

囲
を

超
え

た
場

所
等

に
要

望
が

あ
る

た
め

構
造

的
に

も
、

財
政

的
に

も
難

し
い

。
・

個
別

の
要

望
は

あ
る

が
、

住
民

の
総

意
と

は
言

え
ず

、
地

区
の

意
向

が
集

約
で

き
な

い
。

特
に

高
齢

者
世

帯
に

は
負

担
増

と
な

る
た

め
、

現
状

維
持

志
向

が
強

い
。
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＞
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2
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＜
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＋
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給

＞
＜
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易

水
道

＞
7

1
2
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１
－

３
－

６
　

水
道

未
普

及
地

区
の

解
消

に
向

け
た

今
後

の
水

供
給

の
あ

り
方

に
つ

い
て

の
意

見

 

＜
集
計
結
果
＞

 

・
自

家
水

等
を

管
理

す
る

環
境

部
局

と
連

携
し

、
水

道
拡

張
が

困
難

な
地

域
に

関
し

て
は

環
境

部
局

の
補

助
金

に
よ

り
対

応
。

・
山

水
が

豊
富

な
山

間
地

域
で

は
、

膨
大

な
投

資
に

よ
る

施
設

整
備

を
行

っ
て

も
、

加
入

の
必

要
性

を
感

じ
な

い
住

民
も

多
く

、
加

入
の

促
進

が
困

難
。

・
広

大
な

中
山

間
地

域
が

あ
り

、
起

伏
が

激
し

く
、

谷
筋

に
集

落
が

点
在

し
て

い
る

地
区

が
多

々
あ

る
。

各
々

の
少

数
の

地
区

で
谷

水
や

湧
水

及
び

個
人

深
井

戸
等

に
よ

り
、

水
源

を
確

保
管

理
し

て
い

る
状

況
。

　
地

域
の

住
民

に
対

し
、

町
水

道
へ

の
加

入
・

統
合

を
呼

び
か

け
て

行
く

予
定

。

・
未

普
及

地
域

へ
の

水
道

施
設

の
整

備
の

必
要

性
は

あ
る

も
の

の
、

今
後

人
口

の
減

少
が

見
込

ま
れ

る
地

域
で

あ
り

、
費

用
対

効
果

が
低

い
た

め
、

将
来

的
な

財
政

負
担

が
危

惧
。

・
市

内
に

お
け

る
生

活
用

水
の

確
保

が
困

難
な

地
域

の
個

人
住

宅
用

の
水

道
施

設
（

原
則

と
し

て
給

水
戸

数
が

５
世

帯
以

上
の

も
の

に
限

る
）

に
対

し
て

、
予

算
の

範
囲

内
に

お
い

て
水

道
施

設
補

助
金

を
交

付
。

【
補

助
金

の
額

】
補

助
対

象
経

費
の

２
分

の
１

以
内

の
額

（
5

0
0

万
円

を
限

度
と

す
る

）
・

水
道

未
普

及
地

域
の

住
民

に
対

し
て

、
1

0
0

万
円

を
限

度
と

し
て

水
源

確
保

の
補

助
金

制
度

あ
り

。
（

深
井

戸
・

滅
菌

施
設

・
ろ

過
機

等
）

 
 

１
－

４
　

水
安

全
計

画
に

つ
い

て

１
－

４
－

１
　

水
安

全
計

画
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

項
目

に
丸

印
を

つ
け

て
く
だ

さ
い

。

①
水

安
全

計
画

を
策

定
済

み
で

あ
る

。

②
策

定
予

定
平

成
（　

　
　

　
　

）
年

度
(頃

)策
定

予
定

）

③
未

定

 

＜
集
計
結
果
＞

 ＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

1
1

%

1
8

%
7

1
%

①
 水

安
全

計
画

を
策

定
済

み
で

あ
る

②
 策

定
予

定

③
 未

定

1
5

%

8
5

%

 

『
②

策
定

予
定

』
を

選
択

し
た

事
業

者
の

回
答

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

策
定

予
定

時
期

件
　

数
策

定
予

定
時

期
件

　
数

平
成

 2
6

 年
度

(頃
)策

定
予

定
2

件
平

成
 2

6
 年

度
(頃

)策
定

予
定

1
件

平
成

 2
7

 年
度

(頃
)策

定
予

定
2

件
平

成
 2

7
 年

度
(頃

)策
定

予
定

3
件

次
期

未
定

1
件

平
成

 2
9

 年
度

(頃
)策

定
予

定
1

件
計

5
件

計
5

件
 

  

１
－

４
－

２
　

前
問

１
－

４
－

１
で

「
③

未
定

」
と

回
答

し
た

方
の

み
に

お
訊

ね
し

ま
す

。
未

定
の

理
由

に
つ

い
て

、

該
当

す
る

項
目

に
丸

印
を

つ
け

て
く
だ

さ
い

。

①
検

討
の

時
間

が
と

れ
な

い
。

②
策

定
方

法
が

不
明

③
そ

の
他

　
→

理
　

　
　

由
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

 

＜
集
計
結
果
＞

 ＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

6
%

3
9

%
5

5
%

①
 検

討
の

時
間

が
な

い

②
 策

定
方

法
が

不
明

③
 そ

の
他

1
7

%

4
1

%

4
2

%

 
『

③
そ

の
他

』
を

選
択

し
た

事
業

者
の

回
答

理
由

理
　

　
由

・
策

定
は

必
要

で
あ

る
が

時
期

は
未

定
・

必
要

性
は

感
じ

て
い

る
が

、
現

在
の

と
こ

ろ
水

質
等

に
は

特
に

問
題

点
が

な
い

た
め

、
優

先
度

は
低

い
。

・
規

模
が

小
さ

く
水

質
に

も
問

題
が

な
い

た
め

、
策

定
す

る
必

要
性

に
疑

問
あ

り
。

・
現

時
点

で
は

安
全

な
水

供
給

が
で

き
て

お
り

、
将

来
も

不
安

要
素

が
な

い
。

・
策

定
時

期
等

を
含

め
て

検
討

中
。

 

選
択

肢

① ② ③
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計
2

8
3

4

2
8

3
3 1

2
0

2
8

5
5

回
答

数
＜

上
水

道
＋

用
水

供
給

＞
＜

簡
易

水
道

＞
3

選
択

肢

① ② ③
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計
2

0
2

8

回
答

数
＜

上
水

道
＋

用
水

供
給

＞
＜

簡
易

水
道

＞
1

0
1

0
7

1
0

1
4

1
8

2
4

2
4
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２
．

「
強

靱
」
に

つ
い

て
、

以
下

の
質

問
に

ご
回

答
く
だ

さ
い

。

２
－

１
　

水
道

施
設

の
更

新
に

つ
い

て

２
－

１
－

１
　

機
械

電
気

設
備

の
更

新
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

項
目

全
て

に
丸

印
を

つ
け

て
く
だ

さ
い

。

①
現

在
の

経
年

化
設

備
率

※
を

把
握

し
て

い
る

。
→

H
24

経
年

化
設

備
率

（　
　

　
　

　
）

％

②
機

械
電

気
設

備
更

新
に

つ
い

て
、

将
来

の
更

新
需

要
を

把
握

し
て

い
る

。

③
法

定
耐

用
年

数
で

更
新

し
て

い
る

。

④
法

定
耐

用
年

数
の

1.
5倍

等
、

独
自

に
更

新
基

準
を

定
め

て
更

新
し

て
い

る
。

⑤
財

政
的

な
裏

付
け

の
あ

る
計

画
に

よ
り

更
新

し
て

い
る

。
（ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
等

）

⑥
交

換
部

品
が

な
い

な
ど

、
故

障
対

応
に

懸
念

が
出

た
段

階
で

更
新

し
て

い
る

。

⑦
故

障
し

た
段

階
で

更
新

し
て

い
る

。

⑧
そ

の
他

　
→

更
新

時
期

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

※
：（

法
定

耐
用

年
数

を
超

え
て

い
る

電
気

・機
械

設
備

数
／

電
気

・機
械

設
備

の
総

数
）×

10
0

 

＜
集
計
結
果
＞

 ＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

①
 現

在
の

経
年

化
設

備
率

を
把

握

②
 機

械
電

気
設

備
更

新
に

つ
い

て
､将

来
の

更
新

需
要

を
把

握

③
 法

定
耐

用
年

数
で

更
新

④
 独

自
に

更
新

基
準

を
定

め
て

更
新

(法
定

耐
用

年
数

の
1

.5
倍

等
)

⑤
 財

政
的

な
裏

付
け

の
あ

る
計

画
に

よ
り

更
新

⑥
 故

障
対

応
に

懸
念

が
出

た
段

階
で

更
新

(交
換

部
品

が
な

い
等

)

⑦
 故

障
し

た
段

階
で

更
新

⑧
 そ

の
他

3
/
2

8

6
/
2

8

1
/
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8

4
/
2

8

5
/
2

8

1
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/
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8

1
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/
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1
/
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0
件

2
8

件

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

1
/
3

3

1
/
3

3

0
/
3

3

1
/
3

3

2
/
3

3

1
7

/
3

3

2
5

/
3

3

3
/
3

3

0
件

3
3

件

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

 
『

⑧
そ

の
他

』
を

選
択

し
た

事
業

者
の

更
新

時
期

の
考

え
方

更
新

時
期

・
現

在
、

ア
セ

ッ
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
考

慮
し

た
整

備
計

画
を

策
定

中
。

現
在

は
不

具
合

が
生

じ
た

場
合

に
対

応
・

絶
縁

不
良

等
に

よ
り

更
新

 

 

２
－

１
－

２
　

管
路

の
更

新
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

項
目

全
て

に
丸

印
を

つ
け

て
く
だ

さ
い

。

①
布

設
年

度
別

、
管

種
別

、
布

設
延

長
を

把
握

し
て

い
る

。

②
現

在
の

経
年

化
管

路
率

※
を

把
握

し
て

い
る

。
→

H
24

経
年

化
管

路
率

（　
　

　
　

　
）

％

③
現

在
の

更
新

ペ
ー

ス
に

よ
る

、
将

来
の

経
年

化
管

路
率

を
把

握
し

て
い

る
。

④
管

路
更

新
に

つ
い

て
、

将
来

の
更

新
需

要
を

把
握

し
て

い
る

。

⑤
法

定
耐

用
年

数
で

更
新

し
て

い
る

。

⑥
法

定
耐

用
年

数
の

1.
5倍

等
、

独
自

に
更

新
基

準
を

定
め

て
更

新
し

て
い

る
。

⑦
更

新
計

画
を

策
定

し
、

財
政

的
な

裏
付

け
の

あ
る

計
画

に
よ

り
更

新
し

て
い

る

※
：（

法
定

耐
用

年
数

を
超

え
た

管
路

延
長

／
管

路
総

延
長

）×
1
0
0
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＋
用

水
供

給
＞

＜
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易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

①
 布

設
年

度
別

､管
種

別
､布

設
延

長
を

把
握

②
 現

在
の

経
年

化
管

路
率

を
把

握

③
 現

在
の

更
新

ペ
ー

ス
に

よ
る

､
将

来
の

経
年

化
管

路
率

を
把

握

④
 管

路
更

新
に

つ
い

て
､
将

来
の

更
新

需
要

を
把

握

⑤
 法

定
耐

用
年

数
で

更
新

⑥
 独

自
に

更
新

基
準

を
定

め
て

更
新

(法
定

耐
用

年
数

の
1

.5
倍

等
)

⑦
 更

新
計

画
を

策
定

し
､
財

政
的

な
裏

付
け

の
あ

る
計

画
に

よ
り

更
新

2
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7
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/
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1
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肢
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有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回
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計

1

＜
簡

易
水

道
＞

1 1 1 1
7

1 2
8

1
5

1
9
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8
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回
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2
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＜
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水
道
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用
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供
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選
択

肢
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有
効

回
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回
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･
無

効
回
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計
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数
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＜
上
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２
－

２
　

水
道

施
設

の
耐

震
化

に
つ

い
て

２
－

２
－

１
　

平
成

2
4
年

度
末

現
在

の
耐

震
化

率
を

回
答

欄
に

ご
回

答
く
だ

さ
い

。

耐
震

性
が

不
明

の
場

合
は

、
耐

震
対

策
の

施
さ

れ
て

い
る

浄
水

施
設

能
力

＝
0
と

し
て

ご
回

答
く
だ

さ
い

。

①
浄

水
施

設
耐

震
化

率
（　

　
　

　
　

）
％

＝
（
耐

震
対

策
の

施
さ

れ
て

い
る

浄
水

施
設

能
力

／
全

浄
水

施
設

能
力

）
×

1
0
0
）

②
ポ

ン
プ

所
耐

震
施

設
率

（　
　

　
　

　
）

％

＝
（耐

震
対

策
の

施
さ

れ
て

い
る

ポ
ン

プ
所

能
力

／
全

ポ
ン

プ
所

能
力

）×
10

0

③
配

水
池

耐
震

化
率

（
　

　
　

　
　

）
％

＝
（耐

震
対

策
の

施
さ

れ
て

い
る

配
水

池
容

量
／

配
水

池
総

容
量

）×
10

0
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２
－

２
－

２
　

構
造

物
の

耐
震

化
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

項
目

全
て

に
丸

印
を

つ
け

て
く
だ

さ
い

。

な
お

「
耐

震
性

を
把

握
し

て
い

る
」
と

は
、

「
構

造
計

算
や

耐
震

診
断

に
よ

り
、

耐
震

性
の

根
拠

が
明

確
で

あ
る

。
」
も

の
と

し
て

回
答

下
さ

い
。

①
全

て
の

施
設

の
耐

震
性

を
把

握
し

て
い

る
。

②
主

要
施

設
に

つ
い

て
は

耐
震

性
を

把
握

し
て

い
る

。

③
耐

震
性

の
な

い
施

設
の

耐
震

補
強

工
事

を
計

画
的

に
実

施
し

て
い

る
、

ま
た

は
具

体
的

な
実

施
計

画
が

あ
る

。

④
今

後
、

耐
震

診
断

を
実

施
す

る
具

体
的

な
計

画
が

あ
る

。

⑤
耐

震
診

断
の

実
施

は
未

定
で

あ
る

。

 

＜
集
計
結
果
＞

 ＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

2
/
2

8

3
/
2

8

4
/
2

8

1
5

/
2

8

1
1

/
2

8

0
件

2
8

件

① ② ③ ④ ⑤

2
/
3

3 4
/3

3

0
/
3

3

0
/
3

3

2
8

/3
3

0
件

3
3

件

① ② ③ ④ ⑤

①
 全

て
の

施
設

の
耐

震
性

を
把

握

②
 主

要
施

設
に

つ
い

て
は

耐
震

性
を

把
握

③
 耐

震
性

の
な

い
施

設
の

耐
震

補
強

工
事

を
計

画
的

に
実

施
､

又
は

具
体

的
な

実
施

計
画

が
あ

る
④

 今
後

、
耐

震
診

断
を

実
施

す
る

具
体

的
な

計
画

が
あ

る

⑤
 耐

震
診

断
の

実
施

は
未

定

 

選
択

肢

① ② ③ ④ ⑤
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計

回
答

数
＜

上
水

道
＋

用
水

供
給

＞
＜

簡
易

水
道

＞
2

2
1

1
4

3 2
8

3
3

1
5

2
8

4

1
2

8
3

4
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２
－

２
－

３
　

前
問

で
「
⑤

耐
震

診
断

の
実

施
は

未
定

で
あ

る
」
を

選
択

し
た

理
由

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
項

目
全

て
に

丸
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

①
耐

震
診

断
の

予
算

が
確

保
で

き
な

い
。

②
施

設
数

が
多

く
、

ど
こ

か
ら

手
を

つ
け

て
良

い
か

わ
か

ら
な

い
。

③
更

新
時

期
が

近
い

。

④
そ

の
他

　
→

理
　

　
　

由
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

 

＜
集
計
結
果
＞

 ＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

1
0

/
1

5

3
/
1

5 4
/
1

5

2
/
1

5

0
件

1
5

件

① ② ③ ④

2
2

/
2

7

7
/
2

7

3
/
2

7

6
/2

7

0
件

2
7

件

① ② ③ ④

①
 耐

震
診

断
の

予
算

が
確

保
で

き
な

い

②
 施

設
数

が
多

く
､ど

こ
か

ら
手

を
つ

け
て

良
い

か
わ

か
ら

な
い

③
 更

新
時

期
が

近
い

④
 そ

の
他

 

『
④

そ
の

他
』

を
選

択
し

た
事

業
者

の
回

答
理

由
理

　
　

由
・

時
期

は
未

定
だ

が
、

耐
震

診
断

は
な

る
べ

く
早

い
時

期
に

実
施

し
た

い
・

早
急

に
取

り
組

む
べ

き
事

業
を

最
優

先
さ

せ
て

い
る

た
め

、
予

算
や

人
員

等
が

確
保

で
き

な
い

・
耐

震
診

断
の

実
施

計
画

は
策

定
済

み
だ

が
、

実
施

時
期

は
未

定
・

水
道

施
設

の
耐

震
化

計
画

を
現

段
階

で
は

計
画

し
て

い
な

い
。

今
後

、
検

討
す

る
予

定
・

構
造

物
の

構
造

や
経

過
年

数
よ

り
、

早
急

に
行

う
必

要
が

な
い

と
判

断
・

耐
震

診
断

の
必

要
性

は
感

じ
て

い
る

が
、

ま
だ

着
手

で
き

て
い

な
い

・
担

当
者

が
一

人
で

あ
る

た
め

、
取

り
組

み
に

着
手

出
来

て
い

な
い

・
施

設
・

管
路

台
帳

を
整

備
中

で
あ

る
た

め
、

整
備

後
に

計
画

的
に

実
施

す
る

予
定

 
      

２
－

２
－

４
　

管
路

の
耐

震
化

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
項

目
に

全
て

丸
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

①
Ｋ

形
適

合
地

盤
に

お
け

る
Ｋ

形
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
布

設
状

況
を

含
め

て
、

管
路

の
耐

震
化

率
※

を
把

握
し

て
い

る
。

→
H

24
耐

震
化

管
路

率
（　

　
　

　
　

）
％

②
地

震
時

の
管

路
被

害
率

を
算

定
し

、
管

路
耐

震
化

計
画

を
策

定
し

て
い

る
。

③
耐

震
化

計
画

は
未

策
定

だ
が

、
管

路
更

新
に

合
わ

せ
て

耐
震

管
を

布
設

し
て

い
る

。

④
現

在
の

更
新

ペ
ー

ス
に

よ
る

将
来

の
管

路
耐

震
化

率
を

把
握

し
て

い
る

※
：（

耐
震

管
延

長
／

管
路

総
延

長
）×

10
0

 

＜
集
計
結
果
＞

 ＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

1
4

/
2

7

2
0

/2
7

2
/2

7

1
/
2

7

0
件

2
7

件

① ② ③ ④

3
/
2

6

0
/
2

6

2
3

/
2

6

2
/2

6

0
件

2
6

件

① ② ③ ④

①
 Ｋ

型
適

合
地

盤
に

お
け

る
Ｋ

型
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
布

設
状

況
を

含
め

て
､管

路
の

耐
震

化
率

を
把

握

②
 地

震
時

の
管

路
被

害
率

を
算

定
し

､管
路

耐
震

化
計

画
を

策
定

③
 耐

震
化

計
画

は
未

策
定

だ
が

､
管

路
更

新
に

合
わ

せ
て

耐
震

管
を

布
設

④
 現

在
の

更
新

ペ
ー

ス
に

よ
る

将
来

の
管

路
耐

震
化

率
を

把
握

 

『
①

管
路

の
耐

震
化

率
を

把
握

し
て

い
る

』
を

選
択

し
た

事
業

者
の

回
答

圏
域

区
分

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

H
2

4
耐

震
化

管
路

率
(％

)
件

数
H

2
4

耐
震

化
管

路
率

(％
)

件
数

熊
本

中
央

1
0

～
2

0
％

4
1

0
～

2
0

％
1

有
明

1
0

～
2

0
％

1
－

熊
本

東
部

1
0

％
未

満
1

－
1

0
～

2
0

％
1

－
環

不
知

火
海

1
0

％
未

満
1

－
1

0
～

2
0

％
1

－
球

磨
1

0
％

未
満

2
3

0
～

4
0

％
1

芦
北

1
0

％
未

満
2

－
 

選
択

肢

① ② ③ ④
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計

回
答

数
＜

上
水

道
＋

用
水

供
給

＞
＜

簡
易

水
道

＞
1

0
2

2
2

7
3

3
4

1
1

5
2

86
1

5
2

7

選
択

肢

① ② ③ ④
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計

2
2

2
7

2
6

1 2
0

2
3

回
答

数
＜

上
水

道
＋

用
水

供
給

＞
＜

簡
易

水
道

＞
1

4
3

1
8

2
8

3
4
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２
－

３
　

非
常

時
対

応
に

つ
い

て
ご

回
答

く
だ

さ
い

２
－

３
－

１
　

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

策
定

状
況

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
項

目
に

丸
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

①
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

策
定

済
み

。

→
○

の
場

合
、

策
定

し
た

項
目

全
て

に
丸

印
を

つ
け

て
く
だ

さ
い

。

A
地

震

B
風

水
害

C
水

質
汚

染
事

故

D
管

路
事

故
・給

水
装

置
凍

結
事

故
対

策

E
渇

水
対

策

F
施

設
事

故
・
停

電
対

策

G
災

害
時

相
互

応
援

協
定

H
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

　
等

I
テ

ロ
対

策

J
そ

の
他

項
　

　
　

目
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

②
今

後
策

定
予

定
平

成
（　

　
　

　
　

）
年

度
(頃

)策
定

予
定

）
マ

ニ
ュ

ア
ル

名
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

③
未

定

 

＜
集
計
結
果
＞

 ＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

7
%

3
6

%
5

7
%

①
 危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

策
定

済
み

②
 今

後
策

定
予

定

③
 未

定

6
%4
2

%
5

2
%

 
『

②
今

後
策

定
予

定
』

を
選

択
し

た
事

業
者

の
策

定
予

定
時

期
と

マ
ニ

ュ
ア

ル
名

マ
ニ

ュ
ア

ル
名

予
定

時
期

・
Ａ

村
水

道
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

平
成

2
6

年
度

(頃
)策

定
予

定
・

Ｂ
村

水
道

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
平

成
2

9
年

度
(頃

)策
定

予
定

 

         

 

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

Ａ
 地

震

Ｂ
 風

水
害

Ｃ
 水

質
汚

染
事

故

Ｄ
 管

路
事

故
･給

水
装

置
凍

結
事

故
対

策

Ｅ
 渇

水
対

策

Ｆ
 施

設
事

故
･
停

電
事

故
対

策

Ｇ
 災

害
時

相
互

応
援

協
定

Ｈ
 新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

　
等

Ｉ
 テ

ロ
対

策

Ｊ
 そ

の
他

1
3

/
1

6

1
1

/1
6

1
1

/1
6

8
/
1

6

4
/
1

6

1
2

/
1

6

6
/
1

6

6
/
1

6

6
/
1

6

1
/
1

6

0
件

1
6

件

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ

7
/
1

4

6
/
1

4

8
/
1

4

6
/
1

4

3
/1

4

5
/
1

4

3
/1

4

6
/
1

4

2
/
1

4

1
/1

4

0
件

1
4

件

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ

 
策

定
項

目
『

そ
の

他
』

を
選

択
し

た
事

業
者

の
回

答
理

由
項

　
　

目
・

町
の

地
域

防
災

計
画

で
全

町
的

に
対

応
。

 

選
択

肢

① ② ③
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計
2

8
3

4

2
8

3
3 1

2
2

1
0

1
7

回
答

数
＜

上
水

道
＋

用
水

供
給

＞
＜

簡
易

水
道

＞
1

6
1

4

選
択

肢

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計

6
6

1
2

6 5

1
1

8

回
答

数

1
6

1
4

1
6

1
4

6
3

6
2

1
13

8 4

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

1
3

1
1

＜
簡

易
水

道
＞

7 6
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２
－

３
－

２
　

前
問

２
－

３
－

１
で

「
③

未
定

」
と

回
答

し
た

方
の

み
に

お
訊

ね
し

ま
す

。
未

定
の

理
由

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
項

目
に

丸
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

①
検

討
の

時
間

が
な

い
。

②
策

定
方

法
が

不
明

。

③
そ

の
他

　
→

理
　

　
　

由
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

 

＜
集
計
結
果
＞

 ＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

1
1

%

2
2

%
6

7
%

①
 検

討
の

時
間

が
な

い

②
 策

定
方

法
が

不
明

③
 そ

の
他

1
5

%

4
7

%
3

8
%

 

『
③

そ
の

他
』

を
選

択
し

た
事

業
者

の
回

答
理

由
項

　
　

目

・
地

域
水

道
ビ

ジ
ョ

ン
に

明
記

・
施

設
数

が
多

く
か

つ
広

範
囲

に
点

在
し

、
ま

た
施

設
の

設
備

内
容

等
が

そ
れ

ぞ
れ

違
う

た
め

、
検

討
職

員
数

が
不

足
。

・
必

要
性

は
理

解
し

て
い

る
が

、
水

道
事

業
規

模
は

小
さ

く
、

部
署

を
超

え
て

連
携

す
る

必
要

が
あ

り
、

策
定

に
時

間
を

要
し

て
い

る
。

 

 

３
．

「
持

続
」
に

つ
い

て
、

以
下

の
質

問
に

ご
回

答
く
だ

さ
い

。

３
－

１
　

平
成

2
4
年

度
末

に
お

け
る

職
員

の
年

齢
階

層
別

人
数

を
ご

回
答

く
だ

さ
い

上
水

道
事

業
、

簡
易

水
道

事
業

全
て

の
水

道
の

職
員

数
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

上
水

道
と

簡
易

水
道

の
両

方
が

あ
る

事
業

体
の

場
合

は
、

簡
易

水
道

事
業

を
対

象
と

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
表

と
同

じ
数

字
を

入
力

下
さ

い
。

年
齢

2
0
～

2
5

2
6
～

3
0

3
1
～

3
5

3
6
～

4
0

4
1
～

4
5

4
6
～

5
0

5
1
～

5
5

5
6
～

6
0

6
1
～

事
務

職

技
術

職

技
能

職

技
能

職
員

は
、

検
針

職
員

、
集

金
職

員
、

技
能

職
員

、
そ

の
他

と
し

ま
す

。

臨
時

職
員

、
嘱

託
職

員
は

含
み

ま
せ

ん
。

 
 

      

＜
集
計
結
果
＞

 

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

＜
簡

易
水

道
＞

[事
務

職
]

3
%

6
%

8
%

1
2

%

2
%

1
6

%

1
3

%
2

4
%

1
6

%

2
0

～
2

5
歳

2
6

～
3

0
歳

3
1

～
3

5
歳

3
6

～
4

0
歳

4
1

～
4

5
歳

4
6

～
5

0
歳

5
1

～
5

5
歳

5
6

～
6

0
歳

6
1

歳
以

上

5
%

6
%

1
4

%

1
1

%
1

0
%

1
%

1
6

%

2
1

%

1
6

%

[技
術

職
]

9
%

9
%

5
%

9
%

1
1

%
1

0
%

7
%

1
9

%

2
1

%

1
2

%

1
2

%

1
2

%
9

%

1
2

%

2
2

%

2
1

%

[技
能

職
]

6
%

6
%

1
8

%

1
2

%

6
%

1
2

%

4
0

%

2
5

%

2
5

%

5
0

%

[兼
務

職
]

2
5

%
2

5
%

2
5

%
2

5
%

 

選
択

肢

① ② ③
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計

回
答

数
＜

上
水

道
＋

用
水

供
給

＞
＜

簡
易

水
道

＞
6

6
2

5
1

2
9

1
3

1
4

1
0

1
7
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 ３
－

２
　

外
部

委
託

の
状

況
に

つ
い

て
ご

回
答

く
だ

さ
い

３
－

２
－

１
　

現
状

の
委

託
状

況
に

つ
い

て
、

下
表

へ
の

記
入

を
お

願
い

し
ま

す
。

①
取

水
導

水
施

設

②
浄

水
施

設

③
送

配
水

施
設

④
検

針
業

務

⑤
窓

口
業

務

⑥
そ

の
他

※
1）

業
務

委
託

の
有

無
は

該
当

す
る

施
設

や
業

務
の

内
容

に
○

印
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

※
2）

第
三

者
委

託
の

委
託

先
に

は
、

「上
水

道
事

業
者

」、
「水

道
用

水
供

給
事

業
者

」
、

「
地

方
公

社
・第

三
セ

ク
タ

ー
」、

「民
間

事
業

者
」、

「そ
の

他
」
を

　
　

　
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

第
三

者
委

託
を

実
施

し
て

い
る

場
合

は
○

委
託

先
※

2
該

当
項

目
に

○
項

目

業
務

委
託

の
有

無
※

1

 

＜
集
計
結
果
＞

 ＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

1
0

0
%

①
 実

施
し

て
い

な
い

②
 実

施
し

て
い

る

1
2

%

8
8

%

 

 

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

①
 取

水
導

水
施

設

②
 浄

水
施

設

③
 送

配
水

施
設

④
 検

針
業

務

⑤
 窓

口
業

務

⑥
 そ

の
他

7
/2

8

1
1

/
2

8

1
0

/
2

8

2
3

/
2

8

6
/
2

8

5
/
2

8

0
件

2
8

件

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

5
/
3

0

9
/
3

0

7
/3

0

4
/
3

0

7
/3

0

2
9

/
3

0

0
件

3
0

件

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

 

業
務

委
託

を
『

実
施

し
て

い
る

』
を

選
択

し
た

事
業

者
が

回
答

し
た

委
託

先

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

Ａ
 上

水
道

事
業

者

Ｂ
 水

道
用

水
供

給
事

業
者

Ｃ
 地

方
公

社
・

第
三

セ
ク

タ
ー

Ｄ
 民

間
事

業
者

Ｅ
 そ

の
他

[①
取

水
導

水
施

設
]

4
/
6

6
/
6

0
 件

6
 件

Ｄ Ｅ

3
/5

2
/
5

0
 件

5
 件

Ｄ Ｅ

 

    

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

[②
浄

水
施

設
]

8
/1

0

2
/
1

0

0
 件

1
0

 件

Ｄ Ｅ

7
/
9

2
/
9

0
 件

9
 件

Ｄ Ｅ

 
    

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

[③
送

配
水

施
設

]

7
/
9

2
/9

0
 件

9
 件

Ｄ Ｅ

5
/
7

2
/
7

0
 件

7
 件

Ｄ Ｅ

 
 

選
択

肢

① ②
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計
2

8
3

4

2
8

3
4

2
8

3
0

回
答

数
＜

上
水

道
＋

用
水

供
給

＞
＜

簡
易

水
道

＞
4

選
択

肢

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計

6

7 4

1
1

9

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

7
＜

簡
易

水
道

＞
回

答
数

2
8

3
0

3
0

2
85

5 72
9

1
0

2
3

選
択

肢

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

有
効

回
答

無
回

答
･
無

効
回

答

計

3
6

2

回
答

数

7
5

1
5

6

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

4

選
択

肢

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計

1

回
答

数

1
1

9

2
2

1
0

9

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

8
7

＜
簡

易
水

道
＞

選
択

肢

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計
1

0
7

9
7

17
5

2
2

回
答

数
＜

上
水

道
＋

用
水

供
給

＞
＜

簡
易

水
道

＞

資4-13



    

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

[④
検

針
業

務
]

1
3

/
1

8

5
/
1

8

0
 件

1
8

 件

Ｄ Ｅ

8
/
2

0

1
2

/
2

0

0
 件

2
0

 件

Ｄ Ｅ

 
    

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

[⑤
窓

口
業

務
]

5
/
5

0
 件

5
 件

Ｄ
3

/
3

0
 件

3
 件

Ｄ

 
    

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

3
/4

1
/
4

0
 件

4
 件

Ｄ Ｅ

[⑥
そ

の
他

]

4
/
4

0
 件

4
 件

Ｄ

 
  

業
務

委
託

を
『

実
施

し
て

い
る

』
と

回
答

し
た

事
業

者
の

う
ち

、
『

第
三

者
委

託
』

の
実

施
の

有
無

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

1
4

%

8
6

%

①
 実

施
し

て
い

な
い

②
 実

施
し

て
い

る

3
%

9
7

%

 

選
択

肢

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

有
効

回
答

無
回

答
･
無

効
回

答

計
2

3
2

9

1
8

2
0

5
9

5
8

1
3

1
2

回
答

数
＜

上
水

道
＋

用
水

供
給

＞
＜

簡
易

水
道

＞

選
択

肢

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計

1
1

6
4

5
3

5
3

回
答

数

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

選
択

肢

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計
5

7

4
4

1
3

4
3 1

回
答

数
＜

上
水

道
＋

用
水

供
給

＞
＜

簡
易

水
道

＞

選
択

肢

① ②
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計

回
答

数
＜

上
水

道
＋

用
水

供
給

＞
＜

簡
易

水
道

＞
2

4
2

9
4

1
2

8
3

0

2
8

3
0
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３
－

２
－

２
　

維
持

管
理

等
の

外
部

委
託

に
関

す
る

見
通

し
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

項
目

全
て

に
丸

印
を

つ
け

て
く
だ

さ
い

。

①
維

持
管

理
に

関
す

る
委

託
範

囲
を

拡
大

す
る

つ
も

り
で

あ
る

。

→
①

に
該

当
す

る
場

合
、

拡
大

す
る

業
務

範
囲

全
て

に
丸

印
を

つ
け

て
く
だ

さ
い

。

A
浄

水
場

維
持

管
理

B
場

外
施

設
維

持
管

理

C
管

路
維

持
管

理

D
検

針
業

務

E
窓

口
業

務

Ｆ
そ

の
他

　
→

理
　

　
　

由
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

②
第

三
者

委
託

や
指

定
管

理
者

制
度

の
導

入
を

、
行

う
つ

も
り

、
ま

た
は

検
討

す
る

予
定

で
あ

る
。

③
施

設
整

備
、

維
持

管
理

等
に

つ
い

て
、

近
隣

事
業

体
や

、
用

水
供

給
事

業
等

に
よ

る
広

域
化

を
検

討
し

て
い

る
。

　
 (

ま
た

は
、

検
討

す
る

予
定

／
検

討
の

希
望

が
あ

る
)

 

＜
集
計
結
果
＞

 ＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

①
 維

持
管

理
に

関
す

る
業

務
委

託
範

囲
を

拡
大

す
る

つ
も

り

②
 第

三
者

委
託

や
指

定
管

理
者

制
度

の
導

入
を

行
う

つ
も

り
  
 

(又
は

検
討

予
定

)

③
 施

設
整

備
､維

持
管

理
等

に
つ

い
て

､近
隣

事
業

体
や

用
水

供
給

事
業

等
に

よ
る

広
域

化
を

検
討

(又
は

検
討

予
定

/検
討

希
望

)

8
/1

2

5
/
1

2

1
/
1

2

0
件

1
2

件

① ② ③

7
/
1

0

3
/
1

0

1
/
1

0

0
件

1
0

件

① ② ③

 
『

①
業

務
委

託
範

囲
を

拡
大

す
る

つ
も

り
』

を
選

択
し

た
事

業
者

が
回

答
し

た
拡

大
予

定
の

業
務

範
囲

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

Ａ
 浄

水
場

維
持

管
理

Ｂ
 場

外
施

設
維

持
管

理

Ｃ
 管

路
維

持
管

理

Ｄ
 検

針
業

務

Ｅ
 そ

の
他

3
/
8

3
/
8

2
/
8

3
/
8

2
/
8

0
件

8
件

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

3
/6

1
/
6

4
/
6

2
/
6

1
/
6

0
件

6
件

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

 

３
－

３
　

ア
セ

ッ
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

３
－

３
－

１
　

ア
セ

ッ
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

へ
の

取
り

組
み

状
況

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
項

目
全

て
に

丸
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

①
資

産
台

帳
に

よ
る

、
将

来
の

更
新

需
要

を
算

定
済

み
で

あ
る

。

②
厚

生
労

働
省

の
「簡

易
支

援
ツ

ー
ル

」に
よ

る
検

討
を

実
施

し
て

い
る

。

③
「水

道
事

業
に

お
け

る
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（
資

産
管

理
）に

関
す

る
手

引
き

（平
成

21
年

7月
厚

生
労

働
省

）」
に

基
づ

く
検

討
を

  
 実

施
済

み
で

あ
る

。

④
今

後
実

施
予

定
で

あ
る

。
→

検
討

予
定

時
期

平
成

（　
　

　
　

　
）

年
度

(頃
)検

討
予

定
）

⑤
未

定

 

＜
集
計
結
果
＞

 ＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

①
 資

産
台

帳
に

よ
る

､
将

来
の

更
新

需
要

を
算

定
済

②
 厚

生
労

働
省

の
「

簡
易

支
援

ツ
ー

ル
」

に
よ

る
検

討
を

実
施

③
 「

水
道

事
業

に
お

け
る

ア
セ

ッ
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

す
る

手
引

き
(H

2
1

.7
月

厚
生

労
働

省
)」

に
基

づ
く

検
討

を
実

施
済

④
 今

後
実

施
予

定

⑤
 未

定 3
/
2

8

3
/
2

8

1
/
2

8

1
4

/
2

8

8
/
2

8

0
件

2
8

件

① ② ③ ④ ⑤

1
/3

2

2
/3

2

1
/3

2

1
2

/3
2

1
7

/
3

2

0
件

3
2

件

① ② ③ ④ ⑤

 

『
④

今
後

実
施

予
定

』
を

選
択

し
た

事
業

者
が

回
答

し
た

検
討

予
定

時
期

圏
域

区
分

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

検
討

予
定

時
期

件
数

検
討

予
定

時
期

件
数

熊
本

中
央

平
成

2
5

年
・

2
7

年
頃

2
平

成
2

7
年

頃
1

有
明

－
平

成
2

5
年

～
2

6
年

頃
2

熊
本

東
部

平
成

2
5

年
～

2
7

年
頃

4
平

成
2

7
年

頃
3

環
不

知
火

海
平

成
2

6
年

頃
2

－
球

磨
平

成
2

5
年

～
2

6
年

頃
3

平
成

2
5

年
～

2
6

年
頃

4
芦

北
－

－
 

選
択

肢

① ② ③
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計

1
1

21 2
8

3
4

1
0

2
4

1
6

回
答

数
＜

上
水

道
＋

用
水

供
給

＞
8 5

＜
簡

易
水

道
＞

7 3

選
択

肢

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計
8

7

3
2

2
1

8
6 1

3
1

2
4

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

3
3

回
答

数

拡
大

す
る

業
務

範
囲

『
そ

の
他

』
を

選
択

し
た

事
業

者
が

回
答

し
た

拡
大

予
定

の
業

務
範

囲
具

体
的

な
業

務
・

清
掃

業
務

・
管

理
台

帳
更

新
業

務
・

水
質

検
査

業
務

・
非

常
用

自
家

発
電

機
保

守
点

検
業

務
・

発
電

機
点

検
業

務
・

水
道

施
設

等
情

報
配

信
業

務

選
択

肢

① ② ③ ④ ⑤
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計

回
答

数
＜

上
水

道
＋

用
水

供
給

＞
＜

簡
易

水
道

＞
3

1
3

2
1

1

2
8

3
4

1
4

1
2

8
1

7
2

8
3

2 2
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 ３
－

３
－

２
　

前
問

３
－

３
－

１
で

「
⑤

未
定

」
と

回
答

し
た

方
の

み
に

お
訊

ね
し

ま
す

。
未

定
の

理
由

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
項

目
に

丸
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

①
資

産
評

価
を

未
実

施
で

あ
る

。

②
検

討
の

時
間

が
と

れ
な

い
。

③
ど

の
よ

う
に

取
り

組
ん

だ
ら

よ
い

か
わ

か
ら

な
い

。

④
そ

の
他

　
→

理
　

　
　

由
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

 

＜
集
計
結
果
＞

 ＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

＜
簡

易
水

道
＞

※
有

効
回

答
で

集
計

1
4

%

5
7

%

2
9

%

①
 資

産
評

価
を

未
実

施

②
 検

討
の

時
間

が
と

れ
な

い

③
 ど

の
よ

う
に

取
り

組
ん

だ
ら

良
い

か
わ

か
ら

な
い

④
 そ

の
他

1
3

%

1
3

%

3
3

%

4
1

%

 

『
③

そ
の

他
』

を
選

択
し

た
事

業
者

の
回

答
理

由
理

　
　

由

・
地

域
水

道
ビ

ジ
ョ

ン
に

明
記

。
・

施
設

数
が

多
く

か
つ

広
範

囲
に

点
在

し
、

ま
た

施
設

の
設

備
内

容
等

が
そ

れ
ぞ

れ
違

う
た

め
、

検
討

職
員

数
が

不
足

。

・
資

産
評

価
業

務
委

託
を

平
成

2
5

～
2

7
年

度
で

発
注

し
て

お
り

、
平

成
2

8
年

度
に

上
水

道
事

業
と

の
統

合
を

行
い

、
そ

の
後

ア
セ

ッ
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
取

り
組

む
予

定
。

 

 

選
択

肢

① ② ③ ④
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計
8

1
7

7
1

5
1

2

4
5

1
2

回
答

数
＜

上
水

道
＋

用
水

供
給

＞
＜

簡
易

水
道

＞
2

6 2
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（
２
）
調
査
対
象
：
【
上
水
道
事
業
】

 

３
－

４
　

財
政

収
支

の
見

通
し

に
つ

い
て

３
－

４
－

１
　

今
後

1
0
年

程
度

の
、

財
政

収
支

見
通

し
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

項
目

全
て

に
丸

印
を

つ
け

て
く
だ

さ
い

。

①
財

政
収

支
は

悪
化

す
る

と
感

じ
て

い
る

。

②
水

道
料

金
の

値
上

げ
が

必
要

と
感

じ
て

い
る

。

③
当

面
は

問
題

な
い

。

 

＜
集
計
結
果
＞

 ＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞ ※

有
効

回
答

で
集

計

①
 財

政
収

支
は

悪
化

す
る

と
感

じ
て

い
る

②
 水

道
料

金
の

値
上

げ
が

必
要

と
感

じ
て

い
る

③
 当

面
は

問
題

な
い

2
2

/
2

8

1
4

/
2

8

5
/
2

8

0
件

2
8

件

① ② ③

 

              

 ３
－

４
－

２
　

今
後

収
支

が
悪

化
す

る
と

感
じ

て
い

る
場

合
の

要
因

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
項

目
全

て
に

丸
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

①
更

新
事

業
へ

の
対

応

②
料

金
収

入
の

減
少

③
簡

易
水

道
の

統
合

④
水

道
未

普
及

地
区

へ
の

水
道

布
設

費
用

の
負

担

⑤
非

常
時

対
応

の
強

化

⑥
そ

の
他

　
→

理
　

　
　

由
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

 

＜
集
計
結
果
＞

 ＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞ ※

有
効

回
答

で
集

計

①
 更

新
事

業
へ

の
対

応

②
 料

金
収

入
の

減
少

③
 簡

易
水

道
の

統
合

④
 水

道
未

普
及

地
区

へ
の

水
道

布
設

費
用

の
負

担

⑤
 非

常
時

対
応

の
強

化

⑥
 そ

の
他

1
8

/
2

3

1
0

/
2

3

4
/
2

3

3
/
2

3

2
/
2

3

2
3

/
2

3

0
件

2
3

件

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

 

選
択

肢

① ② ③
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計

回
答

数
＜

上
水

道
＋

用
水

供
給

＞
2

2
1

4

2
85 2
8

選
択

肢

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
有

効
回

答
無

回
答

･
無

効
回

答

計
2

84 3 2
3 5

回
答

数

1
8

1
0 2

＜
上

水
道

＋
用

水
供

給
＞

2
3

『
⑥

そ
の

他
』

を
選

択
し

た
事

業
者

の
回

答
理

由
理

　
　

由
・

施
設

の
老

朽
化

に
よ

る
維

持
費

用
の

増
加

・
公

営
企

業
法

制
度

見
直

し
に

よ
る

、
経

営
指

標
等

の
悪

化
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圏
域

区
分

事
業

名
計

画
給

水
人

口
(人

)
統

合
年

度
(平

成
)

熊
本

東
部

馬
見

原
地

区
簡

易
水

道
事

業
1

,0
6

0
2

9
菅

尾
地

区
簡

易
水

道
事

業
6

4
0

2
9

西
部

地
区

簡
易

水
道

事
業

4
0

0
2

9
今

村
地

区
簡

易
水

道
事

業
2

8
0

2
9

柏
第

二
地

区
簡

易
水

道
事

業
3

3
0

2
9

柏
地

区
簡

易
水

道
事

業
1

,1
0

0
2

9
東

竹
原

地
区

簡
易

水
道

事
業

6
0

0
2

9
蘇

陽
長

谷
地

区
簡

易
水

道
事

業
3

0
0

2
9

白
糸

地
区

簡
易

水
道

事
業

5
4

9
2

9
山

都
中

央
地

区
簡

易
水

道
事

業
1

,2
1

0
2

9
下

名
連

石
地

区
簡

易
水

道
事

業
6

0
0

2
9

田
小

野
地

区
簡

易
水

道
事

業
2

7
2

2
9

矢
部

長
谷

地
区

簡
易

水
道

事
業

2
5

0
2

9
中

部
地

区
簡

易
水

道
事

業
6

4
0

2
9

鶴
ヶ

田
地

区
簡

易
水

道
事

業
4

8
0

2
9

高
月

地
区

簡
易

水
道

事
業

1
1

9
2

9
小

峰
区

簡
易

水
道

事
業

2
9

5
2

9
尾

野
尻

地
区

簡
易

水
道

事
業

3
0

0
2

9
井

無
田

地
区

簡
易

水
道

事
業

4
0

0
2

9
環

不
知

火
海

今
泉

地
区

簡
易

水
道

2
9

0
2

8
　

(未
定

)
段

地
区

簡
易

水
道

3
6

0
2

8
　

(未
定

)
袈

裟
堂

地
区

簡
易

水
道

1
5

0
2

8
　

(未
定

)
原

女
木

地
区

簡
易

水
道

1
4

0
2

8
　

(未
定

)
下

深
水

地
区

簡
易

水
道

2
5

3
2

8
　

(未
定

)
瀬

高
地

区
簡

易
水

道
1

1
0

2
8

　
(未

定
)

馬
廻

地
区

簡
易

水
道

2
0

2
2

8
　

(未
定

)
小

崎
地

区
簡

易
水

道
2

0
0

2
8

　
(未

定
)

木
々

子
地

区
簡

易
水

道
2

0
0

2
8

　
(未

定
)

鮎
帰

地
区

簡
易

水
道

5
0

0
2

8
　

(未
定

)
大

平
地

区
簡

易
水

道
5

0
0

2
8

　
(未

定
)

川
原

谷
地

区
簡

易
水

道
1

4
4

2
8

　
(未

定
)

辻
地

区
簡

易
水

道
1

5
0

2
8

　
(未

定
)

日
光

地
区

簡
易

水
道

1
3

0
2

8
　

(未
定

)
片

岩
地

区
簡

易
水

道
5

5
0

2
8

　
(未

定
)

坂
本

地
区

簡
易

水
道

3
5

0
2

8
　

(未
定

)
合

志
野

地
区

簡
易

水
道

2
0

0
2

8
　

(未
定

)
荒

瀨
地

区
簡

易
水

道
1

4
0

2
8

　
(未

定
)

藤
本

地
区

簡
易

水
道

2
1

0
2

8
　

(未
定

)
大

門
地

区
簡

易
水

道
1

6
0

2
8

　
(未

定
)

上
鎌

瀬
地

区
簡

易
水

道
1

5
0

2
8

　
(未

定
)

中
津

道
地

区
簡

易
水

道
1

6
0

2
8

　
(未

定
)

市
ノ

俣
地

区
簡

易
水

道
1

8
0

2
8

　
(未

定
)

田
上

地
区

簡
易

水
道

2
8

0
2

8
　

(未
定

)
板

持
地

区
簡

易
水

道
2

3
0

2
8

　
(未

定
)

久
多

良
木

地
区

簡
易

水
道

1
7

0
2

8
　

(未
定

)
小

川
内

地
区

簡
易

水
道

1
3

0
2

8
　

(未
定

)
鶴

喰
地

区
簡

易
水

道
2

2
0

2
8

　
(未

定
)

圏
域

区
分

事
業

名
計

画
給

水
人

口
(人

)
統

合
年

度
(平

成
)

熊
本

中
央

岩
野

地
区

簡
易

水
道

事
業

－
－

岳
間

地
区

簡
易

水
道

事
業

－
－

山
鹿

東
部

簡
易

水
道

事
業

－
－

水
源

･迫
間

簡
易

水
道

事
業

3
,0

0
0

2
8

龍
門

簡
易

水
道

事
業

4
4

0
2

8
旭

志
北

部
簡

易
水

道
事

業
6

7
0

2
8

旭
志

西
部

簡
易

水
道

事
業

3
,0

5
0

2
8

竹
迫

地
区

簡
易

水
道

事
業

3
,7

9
6

2
8

栄
地

区
簡

易
水

道
事

業
2

,0
1

0
2

8
上

野
七

滝
地

区
簡

水
5

,0
0

0
2

8
水

越
地

区
簡

水
1

6
4

2
8

浅
の

藪
地

区
簡

水
1

4
3

2
8

高
遊

原
地

区
簡

易
水

道
事

業
2

,0
0

0
2

8
福

田
地

区
簡

易
水

道
事

業
2

,1
1

4
2

8
飯

野
地

区
簡

易
水

道
事

業
2

,6
0

0
2

8
東

南
部

簡
易

水
道

事
業

1
,3

0
0

2
8

潮
井

地
区

簡
易

水
道

事
業

1
,3

3
0

2
8

テ
ク

ノ
簡

易
水

道
事

業
0

2
8

有
明

玉
名

市
上

水
道

事
業

5
4

,6
5

0
2

8
天

水
町

北
横

内
地

区
簡

易
水

道
5

5
0

2
8

天
水

町
東

地
区

簡
易

水
道

1
,2

4
4

2
8

熊
本

東
部

白
水

簡
易

水
道

4
,9

0
0

2
8

長
陽

南
部

簡
易

水
道

1
,7

4
5

2
8

立
野

簡
易

水
道

9
8

0
2

8
下

野
簡

易
水

道
6

0
0

2
8

乙
ケ

瀬
・

沢
津

野
簡

易
水

道
2

5
0

2
8

前
川

・
八

里
木

簡
易

水
道

2
0

0
2

8
岸

野
簡

易
水

道
3

0
8

2
8

柿
野

簡
易

水
道

3
0

0
2

8
猶

須
簡

易
水

道
7

5
0

2
8

新
村

簡
易

水
道

2
4

0
2

8
井

手
口

簡
易

水
道

2
7

0
2

8
栗

焼
・

田
崎

簡
易

水
道

2
0

0
2

8
環

不
知

火
海

網
津

笹
原

地
区

簡
易

水
道

事
業

4
,8

0
0

2
8

長
浜

地
区

簡
易

水
道

事
業

1
,6

5
0

2
8

網
田

地
区

簡
易

水
道

事
業

4
5

0
2

8
戸

口
地

区
簡

易
水

道
事

業
2

,3
0

0
2

8
赤

瀬
地

区
簡

易
水

道
事

業
3

7
0

2
8

古
場

田
米

の
口

簡
易

水
道

事
業

1
5

0
2

8
上

天
草

市
上

水
道

事
業

3
2

,7
4

1
2

8
竹

崎
地

区
簡

易
水

道
事

業
1

,0
0

0
2

6
美

里
町

砥
用

東
部

地
区

簡
易

水
道

事
業

2
,8

0
0

2
8

美
里

町
砥

用
西

部
地

区
簡

易
水

道
事

業
3

,0
5

0
2

8
坂

貫
簡

易
水

道
組

合
1

8
7

2
7

上
佐

俣
簡

易
水

道
組

合
1

0
8

2
7

下
佐

俣
簡

易
水

道
組

合
1

6
5

2
7

坂
瀬

川
、

西
川

内
地

区
簡

易
水

道
事

業
1

,3
2

0
2

6
鶴

簡
易

水
道

事
業

2
3

0
2

6
志

岐
・

上
津

深
江

簡
易

水
道

事
業

3
,3

1
0

2
6

都
呂

々
・

富
岡

簡
易

水
道

事
業

4
,9

0
0

2
6

球
　

　
磨

錦
町

上
水

道
事

業
1

2
,3

1
0

2
9

上
川

南
地

区
2

,4
7

0
2

8
上

川
北

地
区

2
,6

8
8

2
8

岡
原

地
区

2
,8

6
0

2
8

須
恵

地
区

1
,3

6
9

2
8

深
田

地
区

1
,7

7
0

2
8

（
３
）
調
査
対
象
：
【
簡
易
水
道
事
業
】

 

１
－

３
　

上
水

道
へ

の
統

合
に

つ
い

て

１
－

３
－

１
　

上
水

道
へ

の
統

合
計

画
に

つ
い

て
、

下
表

へ
の

記
入

を
お

願
い

し
ま

す
。

な
お

回
答

は
、

現
在

の
簡

易
水

道
事

業
が

、
統

合
後

に
上

水
道

事
業

と
な

る
場

合
の

み
（
複

数
の

簡
易

水
道

事
業

同
士

を
統

合
し

て

上
水

道
事

業
と

な
る

場
合

も
含

む
）
に

つ
い

て
ご

回
答

下
さ

い
。

※
上

表
で

、
行

が
不

足
す

る
場

合
は

、
適

宜
行

を
増

や
し

て
頂

き
ま

す
よ

う
、

お
願

い
致

し
ま

す
。

計
画

給
水

人
口

(人
）

統
合

年
度

(平
成

）
事

業
名

 

 ＜
集
計
結
果
＞
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（
４
）
自
由
意
見

 

４
．

自
由

意
見

欄

４
－

１
　

発
展

的
な

広
域

化
の

検
討

　
 新

水
道

ビ
ジ

ョ
ン

で
示

す
発

展
的

な
広

域
化

（事
業

統
合

や
新

た
な

広
域

化
の

よ
う

に
連

係
形

態
に

と
ら

わ
れ

な
い

多
様

な
形

態
の

広
域

連
係

）に

つ
い

て
、

検
討

や
取

組
等

を
進

め
て

い
る

（ま
た

は
今

後
予

定
し

て
い

る
）
こ

と
等

が
あ

れ
ば

、
ご

記
入

下
さ

い
。

 

＜
集
計
結
果
＞

 

自
由

意
見

・
現

在
、

行
政

区
域

を
越

え
た

事
業

統
合

に
は

、
取

り
組

ん
で

は
い

な
い

が
、

市
域

全
域

で
の

事
業

統
合

に
は

、
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
1

つ
の

上
水

道
事

業
と

し
て

、
地

域
間

の
水

需
要

や
給

水
サ

ー
ビ

ス
の

不
均

衡
の

解
消

を
図

り
、

安
全

で
お

い
し

い
水

を
安

定
的

に
供

給
す

る
た

め
に

整
備

を
行

っ
て

い
る

。
・

H
2

8
ま

で
に

上
水

道
へ

の
統

合
計

画
を

策
定

し
て

い
る

が
、

給
水

人
口

が
年

々
減

少
し

て
い

く
中

、
施

設
更

新
費

用
や

維
持

管
理

費
の

確
保

に
苦

慮
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
今

後
の

経
営

も
不

安
が

大
き

い
。

 

 

４
．

自
由

意
見

欄

４
－

２
　

自
由

意
見

　
水

道
行

政
に

対
す

る
ご

意
見

や
お

考
え

等
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

ご
記

入
下

さ
い

。

 

＜
集
計
結
果
＞

 

自
由

意
見

・
今

後
は

町
村

を
超

え
た

水
道

経
営

の
広

域
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

い
る

。
・

水
道

を
普

及
さ

せ
た

も
の

の
今

後
の

給
水

人
口

の
減

少
に

よ
り

過
剰

な
施

設
や

管
路

等
の

整
理

が
必

要
と

な
る

。
過

疎
地

域
で

も
消

火
栓

を
設

置
し

た
水

道
施

設
と

な
っ

て
お

り
、

管
径

が
大

き
い

た
め

当
初

の
工

事
費

用
が

大
き

く
な

る
。

・
平

成
2

9
年

度
か

ら
の

上
水

道
事

業
と

の
統

合
に

向
け

準
備

中
で

あ
る

が
、

統
合

し
た

場
合

、
当

町
の

人
口

は
減

少
傾

向
に

あ
り

、
水

道
使

用
料

の
み

で
の

経
営

は
赤

字
に

な
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

。
こ

れ
を

解
消

す
る

た
め

に
は

、
国

の
支

援
や

一
般

会
計

か
ら

の
財

政
支

援
が

無
け

れ
ば

運
用

が
成

り
立

た
な

い
こ

と
が

今
後

懸
念

さ
れ

る
こ

と
で

あ
り

、
絶

対
不

可
欠

で
あ

る
。

・
小

規
模

事
業

体
の

水
道

経
営

は
、

給
水

人
口

や
料

金
収

入
の

減
少

を
背

景
に

人
員

減
な

ど
の

ス
リ

ム
化

の
中

、
住

民
の

要
求

や
ニ

ー
ズ

の
多

様
化

で
ま

す
ま

す
厳

し
さ

を
増

し
て

い
く

。
ま

た
、

施
設

更
新

の
必

要
性

は
十

分
理

解
し

て
い

る
が

思
う

よ
う

に
で

き
な

い
の

が
現

状
で

あ
る

。
市

町
村

の
枠

に
と

ら
わ

れ
な

い
水

道
経

営
の

あ
り

方
、

つ
ま

り
広

域
化

を
検

討
す

る
段

階
に

既
に

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

・
各

種
の

統
計

調
査

が
行

わ
れ

て
い

ま
す

が
、

同
種

の
調

査
も

あ
る

よ
う

に
思

わ
れ

る
の

で
、

調
査

を
統

合
し

て
は

ど
う

か
。

小
規

模
事

業
体

は
、

対
応

が
大

変
で

あ
る

。
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